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爾
永
信
美
氏
、
渋

沢

•
ク

ロ

ー

デ

ル

賞

受

賞

日
仏

会

館

の

創

立

六

〇

周

年

を

記

念

し

て

ニ

九

八

四

年

に

渋

沢

•
ク

ロ

丨

テ 

ル

賞

(日
仏
会
館
、
毎
日
新
聞
社
共
催
)
が

設

立

さ

れ

た

。

こ

の

名

称

は

、

日

仏

文 

ヒ
の

相

互

理

解

の

き

ず

な

を

強

め

る

た

め

に

大

き

な

功

績

を

残

し

た

明

治

の

実

業 

家

、

渋

沢

栄

一

翁

と

、

駐

日

大

使

も

つ

と

め

た

フ

ラ

ン

ス

の

劇

作

家

、

詩

人

の

ポ 

丨

ル

•
ク

ロ

ー
デ

ル

氏

の

両

氏

に

ち

な

ん

だ

も

の

で

あ

る

。

こ
の
賞
は
、

日

仏

両

国

で

相

手

国

の

文

化

の

研

究

ま

た

は

紹

介

に

顕

著

な

業

績 

を

あ

げ

た

少

壮

研

究

者

(
年

齢

制

限

四

ニ

歳

)

に

与

え

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

が

、
 

今

年

の

日

本

側

受

賞

者

(第

4
回

)
に
、

本

会

会

員

の

彌

永

信

美

氏

が

選

ば

れ

た

。 

受

賞

作

は

、

氏

の

『
幻

想

の

東

洋

——

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
系
譜
』
(青
土
社 

刊
)。
厳

し

い

選

考

を

通

っ

て

の

栄

あ

る

受

賞

を

、

本

会

と

し

て

も

心

ょ

り

喜

び 

た
い
。

受

賞

の

結

果

、

彌

永

氏

は

今

夏

一

ヶ

月

間

渡

仏

さ

れ

た

。

な

お

、

ル

イ

•
ヴ

ィ

ト

ン

社

の

好

意

に

ょ

る

特

別

賞

は

、

竹

内

信

夫

訳

、

モ
ー 

リ

ス

•
パ

ン

ゲ

著

『
自

死

の

日

本

史

』

(
筑
摩
書
房

)
の
翻
訳
に
贈
ら
れ
た
。

フ 

ラ

ン

ス

側

受

賞

者

は

L
e
s

 

C
m
:

ぎ

^

—
 

m
努

r
J
;
l
e

 

m
o
n
d
e

 

d
e

w
ajii

Motojiro, 
P
a
n
s
,

 

M
a
i
s
o
n
n
e
u
v
e

 

et 

L
a
r
o
s
e

 

(
『
視
線
の
循
環

-
-
梶
中
基

次
郎
の
世
界
』
日
仏
会
館
書
架
番
号
憲

10
1〇
1〇
)

を
出
版
し
た
国
際
基
督
教
大
学 

助

教

授

の

小

玉

ク
リ
ス
チ
ー
ヌ

C
h
r
i
s
t
i
n
e

夫
人
。

右
の
三
氏
の
受
賞
式
と
祝
賀
会
が

六

月

十

五

日

に

東

京
•
毎

日

新

聞

社

ビ
レ
内
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の

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ラ
ス
カ
」
で

華
や
か
に
催
さ
れ
、

選
考
委
員

や
選
考
ま
で
の 

い
き
さ
つ
は
、
九

月

十

七

日
(

木
)

の

『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
に
詳
し
く
報
告
さ
れ 

て
い
る
。学

会
事
務
局
の
移
転
に
つ
い
て

学
会
事
務
局
は
、

日
仏
会
館
の
フ
ォ
ヮ
ィ

H

気
付
ょ
り
も
、
事
務
局
長
の
所
属 

機
関
に
移
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
ぅ

提
案
は
、
昨
年
四
月
四
日
の 

会
員
総
会
で
議
さ
れ
、

承
認
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
理
由
や
い
き
さ
つ
は
、
既
に 

前

号
4

頁
に
報
告
し
た
通
り
で
す
が
、
移
転
と
事
務
引
き
継
ぎ
に
意
外
と
手
間
が 

か
か
り
、
実

際

に

事

務

局

が

事

務

局

長
(

主
幹
)
所
属
の
早
稲
田
大
学
文
学
部
八 

階
に
移
転
を
完
了
し
た
の
は
、

こ
の
九
月
の

こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

従
来
の
彌
永
信
美
、

川
崎
ミ
チ
コ
の
両
氏
に
代
っ
て
、
前

田

繁

樹
(

早
大
副
手
、
 

事
務
担
当
)

、

田

中

文

雄
(

愛
国
女
子
短
大
講
師
、

会
計
幹
事
)

の
両
氏
が
福
井 

文
雅
主
幹
と
共
に
事
務
局
の
主
要
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
本
務
が 

あ
っ
て
の
事
務
局
構
成
員
で
す
か
ら
、

不
行
届
き
の
点
も
多
い
か
と
は
思
い
ま
す 

が
、

し
ば
ら
く
の

間
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
九
八
六
年
度
第
二
回
〔
臨
時
〕

会

員

総

会

報

告

(続
)

こ
の
件
も
前
号
12

〜
13

頁
で
ー
部
報
告
済
み
で
す
が
、

そ

こ

で

「
第
ニ
回
会
員 

総
会
」
と
書
き
ま
し
た
の
は
、
事
務
局
の
カ
ン
違
い
で
あ
り
ま
し
た
。
会
員
総
会 

は
年
ー
回
が
原
則
で
す
か
ら
、
正

し

く

は

「
臨
時
会
員
総
会
」
と
す
べ
き
で
あ
り 

ま
し
た
。

た
だ
、

「
会
員
総
会
」

で
あ
る

こ
と
を
強
く

事
務
局
が
意
識
し
ま
し
た
の
は
、
 

来
年
秋
開
催
の
第
五
回
日
仏
コ

a

ッ
ク
に
つ
い
て
本
会
が
参
加
希
望
の
場
合
に
は
、
 

三
月
末
ま
で
に
日
仏
会
館
学
術
委
員
会
に
そ
の
計
画
を
届
け
る
必
要
が
あ
り
、
従 

っ
て
、

そ
れ
以
前
に
お
い
て
会
員
総
会
を
開
き
、
計
画
ス
タ
ー
ト
の
承
認
を
得
て 

お
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

三
月
十
一
日
に
、
早

大
•

大
隈
会
館
一
階
和
室
で
、

四
時
か
ら
先
ず
評
議
員
会 

が
開
か
れ
、
出

席

者

は
(

敬
称
略
)

、
弥
永
昌
吉
、

桓
一
雄
、

坂
出
祥
伸
、

山
本 

達
郎
、
事

務

局
(

福
井
文
雅
、
彌
永
信
美
、

川
崎
ミ
チ
コ
)

。

そ
れ
に
、

来
年
の 

コ
ロ
ッ
ク
代
表
者
と
し
て
酒
井
忠
夫
、

羽

田

正
(

関
西
部
会
役
員
の
代
理
)
両
会 

員
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席
。
議
事
は
総
会
の
そ
れ
と
重
複
し
ま
す
の
で
、
直
ち
に 

次
の
会
員
総
会
の
報
告
に
移
り
ま
す
。

会
員
総
会
は
、
大

隈

会

館

三

階

二

号

室
(

洋
間
)

で
五
時
か
ら
開
催
。
そ
の
次 

第
は
次
の
ょ
ぅ
で
あ
り
ま
し
た
。

開
会
の
辞
 

桓
 

一
雄
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議

長

 

坂
出
祥
伸 

報
告
事
項
 

事

務

局
 

一
、

学
会
本
部
事
務
局
の
移
転
に
っ
い
て 

早
大
か
ら
の
事
務
経
費
補
助
金
に
っ
い
て 

早
稲
田
大
学
に
は
、

大
学
内
に
事
務
局
を
お
い
て
活
動
す
る
場
合
、
事
務
経
費 

お
ょ
び
理
事
会
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
る
。
但
し
、

同
一
学
会
に
対
す 

る
補
助
は
年
一
回
を
限
度
と
し
、

事
務
経
費
は
年
間
ニ
万
円
、

理
事
会
費
は
年
間 

三
万
円
を
限
度
と
す
る
。

そ
こ
で
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
審
査
の
結
果
、
五
万
円
の
補 

助
費
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
事
務
局
へ
の
補
助
費
と
し
て
の
臨
時
収
入
で
あ
る
の 

で
、
学
会
の
経
常
費
と
は
別
の
会
計
と
し
て
、
別
の
郵
便
貯
金
の
口
座
を
設
け
た
。

な
お
、
本
号
刊
行
の
時
点
で
は
、

日
仏
会
館
か
ら
の
今
年
度
分
補
助
金
は
出
て 

い
な
い
。

こ
れ
が
出
な
い
と
、

本
会
の
会
計
は
極
め
て
苦
し
く
な
る
。

ニ
、

日
仏
会
館
学
術
委
員
会
か
ら
の
伝
達
事
項

①

 

文
部
省
補
助
金
に
ょ
る
日
•
仏
間
の
学
者
交
換
の
申
請

②

 

日
仏
共
同
研
究
事
業
の
助
成

③

 

第

四

回

〔
一
九
八
七
年
度
〕
渋

沢
•

ク
a

l

デ

ル

賞

「
公
募
」

④

 
文
化
講
座
 

⑤

シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
「都
市
に
個
性
を
」
 

⑥

F
o
y
e
r

の

利

用

〔
無
料
〕 

⑦

テ
レ
ッ
ク
ス
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
！̂置

〔
右
の
②

〜
⑦

に
っ
き
ま
し
て
は
、
既
に
前
号
9

〜
12

頁
に
報
告
済
み
で
す
。
但 

し
、
⑦

の
日
仏
会
館
テ
レ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
次
の
誤
植
が
あ
り
、

お
詫
び
致
し 

ま

す

。
〕

H
A
I
^
R
A

 

J —
►
M
A
I
F
Ü
A

 

j

審
議
事
項 

一
、

日
本
学
術
会
議
へ
の
学
会
登
録
の
件 

日
本
学
術
会
議
か
ら
、
学
会
と
し
て
登
録
す
る
た
め
の
用
紙
が
送
ら
れ
て
来
た
。 

評
議
員
会
で
の
討
議
で
は
、

メ
リ
ッ

ト

と

し

て

「
学
術
会
議
の
会
員
選
挙
に
参
加 

が
で
き
る
。
科
研
費
申
請
の
時
な
ど
に
有
利
。
出
張
費
な
ど
が
違
う
」

な
ど
の
点 

が
挙
げ
ら
れ
、
デ

メ

リ

ッ

ト

と

し

て

は

「
事
務
が
煩
雑
に
な
る
こ
と
」
が
指
摘
さ 

れ
、
結
局
事
務
が
煩
雑
に
な
ら
な
い
範
囲
で
、
一
応
登
録
の
申
請
を
し
て
み
る
、
と 

い
う
結
論
に
な
り
、
総
会
で
も
そ
の
方
針
が
承
認
さ
れ
た
。

〔本
号
、
5

頁
参
照
〕 

ニ
、

日
仏
東
洋
学
会
役
員
改
選
の
件

こ
れ
は
昨
年
春
四
月
の
総
会
か
ら
の
継
続
審
議
事
項
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
に
は
、
 

「
役
員
改
選
の
為
に
規
約
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
」
と
の
意
見 

が
出
さ
れ
、
改
正
案
の
原
案
作
製
は
事
務
局
に
一
任
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
(前 

号
の
1

〜
2

頁
の
報
告
参
照
)

、

そ
の
時
に
も
既
に
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

今 

回
で
も
ま
た
、

評
議
員
会
に
お
い
て
も
総
会
で

も
、

「
あ
ま
り
煩
瑣
な
規
約
を
作 

る
の
は
問
題
が
あ
る
」
「
他
の
日
仏
諸
学
会
で
も
役
員
改
選
の
為
の
特
別
な
規
約 

を
持
た

な

い

と

こ

ろ

が

多

い
(

日
仏
理
工
科
学
会
な
ど
)
」
「
必
ず
し
も
選
挙
が
必 

要
な
わ
け
で
は
な
い
。

推

薦

で

も

良

い

の

で

は

な

い

か
(

前
例
が
あ
る
)
」

な
ど 

の
意
見
が
出
さ
れ
、
結
局
、
総
会
で
の
結
論
と
し
て
は
、

①

任
期
満
了
の
時
が
来
た
ら
、
(

必
ず
し
も
)

選
挙
に
よ
る
の
で
は
な
く
、

評 

議

員

会

が

発

議
(

推
薦
)

し
て
、
総
会
の
承
認
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。

1

②

ま
た
任
期
途
中
で
も
、
あ
る
い
は
年
度
途
中
で
も
、
役
員
の
辞
意
で
あ
っ
た 

場
合
は
、
.

新
た
な
役
員
を
推
薦
し
、
総
会
の
承
認
に
よ
っ
て
決
定
す
る
と
い
う
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方
針
が
好
ま
し
い
。

と
い
ぅ

意
見
が
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
評
議
員
会
の
席
上
、

福
井
主
幹
は
辞
意
を
表
明
し
た
が
、
来
年
の
コ
ロ 

ッ
ク
終
了
ま
で
の
留
任
を
要
請
さ
れ
た
。
但
、
彌
永
信
美
、

川

崎

ミ

チ

コ

両

(
事 

務
局
)

評
議
員
の
退
任
は
認
め
ら
れ
、
後
任
と
し
て
、

田
中
文
雄
、
前
田
繁
樹
両 

会
員
が
推
薦
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

ニ
、

一
九
八
六
年
度
会
計
報
告

日仏東洋学会

昭和61年 度 〔昭和61年 4月 1 日〜昭和62年 3月31日〕会計決算報告

(昭和62年3月31日現在）

収 入

普通会員会費 183, 000
前年度繰越金 54,179
日仏会館補助金 50,000
利 子 862

合 計 288,041
支 出

印 刷 費

① 『学会通信』6 • 7合併号制作費 105,400
② 『学会通信』6 • 7合併号発送費 20,400

消 耗 品 費 23,300
通 信 費 28, 810
会 議  費 24,188
支 払 報 酬 費 20, 000

合 計 222,098
総収入一総支出= 288, 041— 222,098= 65, 943
昭和61年度残金65, 943円は，昭和62年度への繰越金とする。

上記の如く相違ありません。 

昭和62年 3月31日
日仏東洋学会会計監事池田 温圃 

日 仏 東 洋 学 会 会 計 監 事 原 實 画

①

会
計
監
事
の
原
實
氏
が
渡
英
中
で
あ
り
、

ま
た
会
計
幹
事
が
交
替
し
た
り
、
 

『
通
信
』
第

六
•

七
合
併
号
は
八
六
年
度
の
会
計
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
 

等
々
の
理
由
か
ら
、

異
例
で
は
あ
る
が
、
総

会

で

は

決

算

•
予
算
と
も
に
案
を
提 

示
す
る
に
と
ど
め
、
結
果
は
評
議
員
間
で
の
持
ち
廻
り
審
議
と
し
、

承
認
さ
れ
れ 

ば

そ

れ

を

『
通
信
』
第
八
号
で
会
員
各
位
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

そ
の
結
果
が
次
表
の
ょ
ぅ
で
あ
る
——

日仏東洋学会昭和62年度予算

収 入

普通会員会費 180,000円
前年度繰越金 65, 943円
利 子 800円

合 計 246,743円
支 出

印刷費（学会通信8号製作費） 110, 000円
通 信 費 50,000円
会 議  費 25, 000円
消 耗 品 費 25, 000円
支 払 報 酬 費 20, 000円
雑 費 16, 743円

合 計 246,743円
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② 

事
務
局

A
ニ
名
に
対
す
る
八
六
年
度
中
の
報
酬
費
は
、

一
人
三
千
人
と
予
算 

計
上
さ
れ
て
い
た
が
、

昭
和
六
一
年
四
月
の
総
会
で
の
方
針
に
従
っ
て
、

一
人一 

万

円

(
二
人
で
ニ
万
人
)
と

す

る

こ
と
に

決
定
し
た
。

③ 

本
号
発
行
の
時
点
で
は
、

日
仏
会
館
か
ら
の
補
助
金
五
万
円
は
未
だ
出
て
い 

な
い
の
で
、

本
年
度
の
予
算
内
に
計
上
で
き
な
か
っ
た
。

四
、
 

一
九
八
八
年
の
第
五
回
日
仏
コ
P
ッ
ク
参
加
の
件

A
、
 

「
日
中
の
宗
教
文
化
の
交
流
」

代

表

•
酒
井
忠
夫
、

組

織责

任

者

•
福 

井

文

雅

(
会
場
を
中
途
で
関
西
に
移
す
予
定
で
、

そ
の
場
合
の
関
西
で
の
世 

話
人
は
坂
出
祥
伸

)、
実

務

担

当

•
山
田
利
明
——

酒
井
教
授
ょ
り
、銳

意
、
 

準
備
が
進
行
中
の
旨
、
説
明
が
あ
っ
た
。
参
加
者
は
会
員
中
か
ら
公
募
。

B
、
 

「
東
洋
学
諸
分
野
に
お
け
る
中
央
ァ
ジ
ァ
出
土
文
書
の
研
究
」

代

表

.
 

羽
田
明
、

組

織

貴

任

者

.
大
地
原
豊
、
実

務

担

当

•
中
谷
英
明
。

羽
田
明
、
 

大
地
原铿

の
両
氏
は
病
気
欠
席
、
中
谷
氏
は
渡
仏
中
の
た
め
、

羽
田
正
氏
が 

代
理
で
説
明
し
、
渡
仏
中
の
中
谷
氏
の
手
紙
を
代
読
し
た
。

五
、 

そ
の
他
——

山
本
達
郎
教
授
の
発
譲
に
ょ
り
、

彌
永
信
美
、

川

崎

ミ

チn

両
氏 

に
対
し
長
年
の
事
務
局
：

3

 

•
評
議

A
と
し
て
の
御
苦
労
に
慰
労
•
感
謝
の
拍
手 

が
送
ら
れ
た
。

閉
会
の
辞 

掇 

一
雄

以
上
の
総
会
報
告
は
、

元

.
書
記
幹
事
の
彌
永
信
美
氏
に
よ
る
詳
細
な
議
事
録 

か

ら

の

摘

要

で

す

(
文

責

•
福
井
)
。

議
事
録
全
文
は
事
務
局
に
保
管
し
て
あ
り 

ま
す
の
で
、
御
希

a
の
方
は
御
覧
下
さ
い
。

会
貝
懇
親
会
が
、

総
会
閉
会
後
、

六
時
か
ら
、

隣
室
の
宴
会
場
で
な
ご
や
か
に 

開
か
れ
た
。

山
本
達
郎
名
誉
会
長
、

A 

•ベ
ル
ク
日
仏
会
館
学
長
、
弥
永
昌
吉
、
 

湯

山

明

(
国
際
仏
教
学
研
究
所
所
長

)
等
の
諸
会
員
の
ス
ビ

—
チ
に
混
っ
て
、

彌 

永
信
美
、

川
崎
ミ
チ
コ
両
元
評
議
員
の
返
礼
の
挨
拶
、
前
田
、

田
中
両
新
事
務
局 

員
の
自
己
紹
介
な
ど
が
続
い
て
、

八
時
頃
閉
会
。

な
お
、

こ
の

ヵ
ク
テ
ル

•
バ
ー

テ
ィ
も
、

早
大
内
に
お
い
て
開
か
れ
る
総
会
に 

引
き
続
き
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
、

早
大
当
局
か
ら
出
る
規
定
の
補
助
金 

に
ょ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
を
附
記
し
、

学
会
と
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

本
学
会
の
日
本
学
術
会
議
登
録
に
つ
い
て

三
月
の
役
員
会
及
び
総
会
で
の
決
定
に
従
っ
て
、

本
会
は
新
ら
し
く
日
本
学
術 

会

議

に

「
学
術
研
究
団
体
」
と
し
て
六
月
に
登
録
申
請
の
手
続
を
と
っ
た
。

日
本 

学
術
会
議
会
員
推
薦
管
理
会
あ
て
の
書
類
作
製
と
手
続
き
は
煩
雑
を
極
め
、
全
役 

員
の
方
々
に
役
員
力

—
ド
の
作
製
な
ど
で
御
厄
介
を
お
か
け
し
た
。

し
か
し
、

そ 

の
か
い
あ
っ
て
、

「
学
術
研
究
団
体
の
登
録
審
査
基
準
」

を
満
た
し
、

本
年
八
月 

十
九
日
付
で
日
本
学
術
会
議
第
十
四
期
登
録
学
術
研
究
団
体
八
三
六
団
体
の

一
と 

し
て
認
定
さ
れ
、
九

月

八

日

付

で

そ

の

「
通
知
」
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
引
き
続
き
、

次
の
事
項
の
通
知
が
来
た
。

一
、

関
連
研
究
連
絡
委
員
会
名

——

「
東
洋
学
研
究
連
絡
委
員
会
」

(第
一
部

)

一
、

構
成
員
数
——

一
一
六
名

一
、

日
本
学
術
会
議
会
員
の
推
薦
に
当
た
る
者

(
「
推
薦
人
」
)
と
し
て
指
名
し
届

— 5 —



け
出
る
こ
と
が
で
き
る
人
数
の
予
定
さ
れ
る
数
の
範
囲
——

一
人
以
内 

一
、

日

本

学

術

会

議

「
広
報
協
力
学
術
団
体
」

の
指
定

「
日
本
学
術
会
議
の
運
営
の
細
則
に
関
す
る
内
規
」

(広
報
協
力
学
術
団
体
の
.
 

指
定
)
第
二
九
条

5

に
よ
れ
ば
、

「
会
員
推
薦
管
理
会
が
認
定
し
た
登
録
学
術
研 

究
団
体
は
、

自
動
的
に
広
報
協
力
学
術
団
体
に
指
定
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
」

と 

あ
り
、

本
会

も
そ
の

一
団
体
に
指
定
さ
れ
た
。

こ
の
団
体
は
、

日
本
学
術
会
議
の 

活
動
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
各
分
野
の
学
術
研
究
団
体
と
の
緊
密
な
連
絡•  

協

力

関

係

を

維

持

•
強
化
す
る
た
め
に
広
報
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
を
、

そ
の
主 

な

目
的
と

す
る
。

そ
の
結
果
、
本

『
通
信
』
に

も

「
日
本
学
術
会
議
だ
よ
り
」
を
、
今
後
随
時
、

一
 

部
分
掲
載
し
た
り
、

数
回
分

ま
と
め
て

載
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

そ
の
他
、
『
日 

本
学
術
会
議
月
報
』
が
事
務
局
に
届
く
よ
ぅ
に
な
っ
た
の
で
、
閲
覧
希
望
者
は
申 

し
出
ら
れ
た
い
。

第
五
回
日
仏
コ
ロ
ッ
ク
の
準
備
状
況

第

五

回

日

仏

コ

ロ

ッ

ク5
è
m
e

 

C
o
l
l
o
q
u
e

 

f
r
a
n
c
o
-
j
a
p
a
n
a
i
s

 

は
、
来
年
一

九

八

八

年

(
昭
和
六
三

)
十

月

三

日

(
月

)
か

ら

十

四

日

(
土
)
の
間
に
日
本
で 

開
か
れ
る

こ
と
に

な
っ
た
。

二
十
三
あ
る
日
仏
会
館
関
連
学
会
の
中
か
ら
、
十
部 

会
が
参
加
す
る
予
定
で
あ
る
。

日
仏
東
洋
学
会
は
、

既
報
の
よ
う
に
、

第

一

部

会

(
関
東
)
「
日
中
の
宗
教
文 

化
の
交
流
」
、
第

二

部

会

(
関
西

)
「
中
央
ア
ジ
ア
諸
言
語
写
本
」

の
ニ
分
科
会
を

出

す

こ
と
に

な
っ
た
。

そ
の
準
備
状
況
を

こ
こ
に

報
告
し
て
お
き
た
い
。

先
ず
第
ニ
部
会
"

0
8
1
1
!
1
1
6
1
1

^

3

”

3
<
6
§

1
1
0
6
£
1
6

 

1¥

5̂-
0
3
1;3
1
6" 

に
つ
い
て
言
え
ば
、
羽
田
明
、
大
地
原
豊
両
教
授
の
発
起
に
ょ
り
、

大
地
原
教
授 

が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
、
今
年
の
一
月
十
一
日
に
日
仏
東
洋
学
会
関
西
支
部
が 

拡
大
総
会
を
開
き
、

上
記
分
科
会
設
立
案
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
会
の
出
席
者
は
、
 

大
地
原
豊
、
中
谷
英
明
、
羽
田
正
、
浜
田
正
美
、
矢
野
道
雄
、

山
中
一
郎
、
吉
田 

豊
。
分
科
会
へ
の
参
加
予
定
者
で

あ
り
な
が
ら

欠
席
し
た
人
は
、
高
田
時
雄
、
武 

内
紹
人
、

羽
田
明
。

日

仏

会

館

(
東
京

)
で
は
、

五

月

十

四

日

(
木

)
三
時
か
ら
、

日

仏

コQ

ッ
ク 

準
備
の
為
の
第
一
回
拡
大
学
術
委
員
会
を
開
い
た
が
、

そ
こ
に
中
谷
、
浜
田
の
両 

氏
が
出
席
し
て
、
関
西
部
会
の
準
備
段
階
を
説
明
し
た
。
第
3

回
準
備
会
の
報
告 

が
配
布
さ
れ
た
の
で
、

次
に
そ
の
一
部
を
転
載
す
る
。

(
原
文
は
横
書
き
で
あ
る 

が
、

こ
こ
で
は
便
宜
上
、
縦
で
組
む

)

日
仏
東
洋
学
会
関
西
支
部 

『
中
央
ア
ジ
ア
諸
言
語
写
本
』
分
科
会
の
第
三
回
準
備
会
報
告 

一
九
八
七
年
九
月
二
七
日
、
羽
田
記
念
館
に
集
っ
た
日
仏
東
洋
学
会
関
西
支
部 

有
志
は
、

一
九
八
八
年
秋
、
京
都
に
於

て

開

催

さ

れ

る

第

五

回

日

仏

コ

ロ

ッ

ク

『
中
央
ア
ジ
ア
諸
言
語
写
本
』
分
科
会
に
つ
い
て
、
次
の
ょ
ぅ
に
話
し
あ
い
ま
し 

た
。当

日
は
、
羽
田
明
館
長
を
始
め
、
東
京
か
ら
お
越
し
頂
い
た
池
田
温

、H
a
u
t
e
s

 

M
t
u
d
e
s

で
の
講
義
を
終
え
て
御
帰
朝
の
興
膳
宏
の
両
氏
な
ど
十
二
人
の
出
席
が
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あ
り
ま
し
た
。
出
席
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

池
田
、
大
地
原
、
興
膳
、

高
田
、

竺
沙
、

D
u
r
t
,

中
谷
、

羽

田
(

明
)
、

羽
田 

(

正
)

、

八
木
、
矢
野
、
吉
田
。

な
お
、
擅
、
原
、
御
牧
の
三
氏
か
ら
は
欠
席
届
け
が
あ
り
ま
し
た
。

議

事

当
分
科
会
の
企
画
は
、

周
知
の
ご
と
く
昨
年
十
月
よ
り
、
羽
田
、

大
地
原
両
氏 

を
中
心
に
練
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
当
日
は
大
地
原
氏
よ
り
、
次
の
よ
ぅ
な
現
状 

報
告
と
、
計
画
案
の
説
明
が
あ
り
、
検
討
の
結
果
概
ね
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま 

し
た
。

⑴
資

金

計

画

の

現

状

と

見

通

し

〔
こ
こ
で
は
掲
載
省
略
〕

⑵
会
議
場
と
宿
舎 

会

議

場

：
国

立

京

都

国

際

会

館
(

京
都
市
左
京
区
宝
池
)

一
〇

四
号
室 

宿

舎

：国
立
京
都
国
際
会
館
ロ
ッ
ジ

フ
ラ
ン
ス
代
表
ば
か
り
で
な
く
、
東
京
な
ど
か
ら
来
洛
す
る
日
本
人
参
加
者 

の
た
め
に
も
、
併
せ
て
十
室
を
期
間
中
既
に
予
約
し
た
。

⑶

日

程
(

暫
定
案
)

十
月
三
日

(

月
)

午

前

十

一

時

日

仏

学

術

会

議

開

会

式
(

東
京
)

十
二
時
フ
ラ
ン
ス
大
使
主
催
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

午
後
 

東
京
か
ら
京
都
へ
移
動 

四

日
(

火
)
午
後

 

分
科
会
開
会
式 

(

司
会
者
) 

(

発
表
者
)

大
地
票
 

C
a
i
l
l
a
t
/
B
a
l
b
i
r

中
谷

五

日
(

水
)
大
地
原

 

矢
野

P
i
n
a
u
l
t

ク 

吉
田

匕 

一

貪

TT

o
l
g
n
o
u
x

六
日

(

木)午
前
羽
田
明

 

羽
田
正

浜
由

午
後
 

ッ 

H
a
m
i
l
t
o
n

森
安 

B
a
z
i
n

夕
方
 

関
西
日
仏
学
館
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

七

日
(

金)午
前
御
牧

 

武内

I
m
a
e
d
a

午
後
興
膳

 

T
e
b
o
u
l

高
田 

池
田

八

日
(

土
)

午

前

//S
o
y
m
i
é分

科
会
閉
会
式

十

四

日
(

金
)
午
後

 

日

仏

学

術

会

議

閉

会

式
(

東
京
)

夜
 

é
v
a
l
u
a
t
i
o
n
/
r
é
u
m
o
n

 

こ
の
暫
定
日
程
は
、
会
議
の
頂
点
と
な
る
べ
き
ト
ル
コ
学
、

イ
ラ
ン
学
を
中
心
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と
し
、

そ
の
両
翼
に
、

一
方
で
は
ィ
ン
ド
学
、
他
方
で
は
中
国
学
、

チ
ベ
ッ
ト
学 

が
位
置
す

る
ょ
う

組
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

但
し
、

八

日

(
土
)
の
日
程
は
、

別
の
会
場
で
行
う
こ
と
も
検
討
中
で
あ
る
。
 

ま
た
発
表
者
の
追
加
の
可
能
性
も
あ
る
。

*
*
*
*
*
*

以
上
が
私

ど
も
の

計
画
の

あ
ら
ま
し

で
す
が
、
「
近
代
以
前
の
中
央
ア
ジ
ア
を 

文
献
学
的
研
究
の
対
照
と
す
る
、

日
仏
両
国
の
、

こ
と
に
若
手
の
研
究
者
の
人
的 

交
流
を
、

し
か
も

異
な
る
学
問
領
域
間
に
お
い
て
計
る
」

と
い
う
、

こ
の
会
議
の 

最
大
の
目
標
が
十
分
に
達
成
さ
れ
る
ょ
う
、
参
加
者
各
位
の
ご
尽
力
と
、

周
囲
の 

方

々

の
ご
支
援
を
切
望
す
る
次
第
で
す
。 

(
一
九
八
七
•
十

•
一
 

中
谷

)

さ
て
、
次
に
は

第 | 
部

会

=
L
m
c
h
a
n
g
e

 

c
u
l
t
u
r
e
l

 
d
e
s

 

r
e
l
i
g
i
o
n
s

 

chi-  

n
o
i
s
e
s

 

e
t

 

j
a
p
o
n
a
i
s
e
s
"

に
つ
い
て
の
現
状
を
報
告
す

る
な
ら

ば
、

ニ
年
前
の

前

回

の

東

洋

部

会

「
道
教
と
日
本
文
化
」

へ
の
参
加
者
が
発
起
人
と
な
り
母
胎
と 

な
っ
て
、
準
備
会
は
早
く
か
ら
発
足
し
て
い
た
。
酒
井
忠
夫
筑
波
大
学
名
誉
教
授 

が
代
表
者
と
な
り
、

坂
出
、
京
戸
、
高
橋
、

田

中

(
文

)
、
広
川
、
福
井
、

明
神
、
 

山

田

(
利

)
、

山

田

(
均

)
等

が

先

ず

集

ま

っ

て

準

備

に

入

っ

た

(
金
岡
照
光
教 

授
病
欠

)
。

そ
の
後
、
擾
一
雄
会
長
、

山

本

達

郎

名

誉

会

長

(
東
方
学
会
会
長
)
、
 

今
枝
ニ
郎
、
狩
野
直
禎
、

神
田
信
夫
、

楠

山

春

樹

(
日
本
道
教
学
会
会
長
)
、
興 

膳
宏
、
中
村
璋
八
等
の
日
仏
東
洋
学
会
会
員
と
、
学
会
員
以
外
か
ら
も
、
戸
川
芳 

郎

東

大

教

授

(現
、
文
学
部
長
、
中
国
哲
学

)
、
平
井
直
房
国
学
院
大
学
教
授
(
神 

道
史

)
や
、
仏
教
系
宗
立
諸
大
学
の
学
長
数
名
の
招
待
者
を
含
め
て
、
延
べ
約
五

〇
名
の
参
加
予
定
者
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
第
一
部
会
の
事
務
局
は
、
福
井
、

山 

田

(
利

)
を
中
核
に
、

田
中
文
雄
、
前
田
繁
樹
の
四
名
が
今
の
と
こ
ろ
は
当
っ
て 

い
る
が
、
次
第
に
若
手
参
加
者
が
交
替
し
て
当
る
予
定
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
の
参
加
者
は
、

レ

オ

ン

•
ヴ
ァ
ン
デ
ル
メ
ル
シ
ュ

(
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
教
授
、
前

•

日
仏
会
館
学
長
)

ィ
ザ
ベ
ル

•
ロ
ビ
ネ

(
エ
ッ
ク
ス

•
マ
ル
セ
ィ
ユ
大
学
教
授

)

カ
ト
リ
ー

ヌ

•
デ

ス

プ

ー

(
国
立
東
洋
言
語
文
化
研
究
所
助
教
授

)

カ

ロ

リ

ー

ヌ

•
ジ

ス

(
国
立
学
術
セ
ン
タ
ー
研
究
員

)

ブ
リ
ジ
ッ
ト

•
ベ
ル
チ
ニ
(国
立
学
術
研
究

セ
ン
タ

ー
研
究
員

)

マ
ル
ク

•
カ
リ
ノ
ゥ
ス
キ

(
フ
ラ
ン
ス
極
東
学
院
研
究
員
)

ク
リ
ス
ト
フ
ァ

•
シ

ぺ

ー

ル

(
フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
教
授
、

フ
ラ
ン
ス 

側
責
任
者

)

右
七
名
の
発
表
題
目
は
既
に
届
い
て
い
る
が
、

こ
の
他
に
、

同
行
の
夫
人
や
傍 

聴
者
も
含
め
る
と
、
参
加
者
は
更
に
ふ
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

会
議
日
程
は
十
月
三
日
午
後
の
第
一
部
会
開
会
式
に
始
ま
っ
て
、

七
日
夕
方
ま 

で
の
五
日
間
。

そ
の
後
に
つ
い
て
も
計
画
は
あ
る
が
、
未
確
定
要
素
が
多
い
。
今 

の
所
の
予
定
は
次
の
ょ
う
で
あ
る
。

国
際
会
議
の
重
要
目
的
は
、
参
加
者
間
の
直
接
の
情
報
交
換
•
個
人
的
交
流
の 

確
立
と
、
現
地
で
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
実
地
体
験

•
見
学
の
二
つ
で
あ
ろ
う
。 

単
な
る
研
究
発
表
だ
け
で
は
、
論
文
を
読
ん
で
も
足
り
る
。

そ

こ

で

(
前
回
も
そ 

う
で
あ
っ
た
が
)
、

日
仏
間
の
公
私
で
の
交
流
を
目
指
す
。

そ
の
為
に
、

会
場
は
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伊
豆
半
島
の
会
議
施
設
付
き
の
リ
ゾ
ー
ト

•
ホ
テ
ル
に
と
り
、

参
加
者
全
員
が
合 

宿
す
る
。

そ
ぅ
い
ぅ
場
合
の
例
と
し
て
、
参
加
費
を
若
干
徴
収
す
る
。
高
原
か
海 

辺
の
温
泉
郷
で
、

親
睦
を
重
ね
な
が
ら
、

研
究
の
深
化
を
は
か
る
。
時
間
に
余
裕 

の
な
い
方
は
、
全
期
間
で
は
な
い
随
時
参
加
も
可
能
で
あ
る
。

会
議
期
間
中
の
同
行
来
日
の
夫
人
方
接
待
に
は
、

日
本
側
会

fl
の
夫
人
達
が
当 

る
0研

究
会
閉
会
後
は
、

八

•
九

•
十
の
三
日
間
、

日
本
漢
文
教
育
学
会
と
日
本
中 

国

学

会

(
設
立
四
〇

周
年
記
念

)
が

東

京

•
大
正
大
学
で
開
か
れ
る
の
を
幸
い
に
、
 

希
望
者
は
そ
こ
に
参
加
、
傍
聴
し
た
り
、

観
光
に
出
る
。

十
一
日
夕
方
、
京
都
で 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

(
坂
出
祥
伸
教
授
が
世
話
人

)
。
十
二
日
に
解
散
、

以
後
は
自
由 

行
動
。
希
望
者
は
、
十
四
日
昼
に
宮
内
庁
書
陵
部
で
秘
蔵
の
『
道
蔵
』

を
実
見
し
、
 

あ

わ

せ

て

皇

居

•
宮
城
内
を
見
学
。

そ
の
後
、

六

時

の

全

部

会

•
合
同
閉
会
式
、

八

時

の

第

一

部

会

「
さ
よ
な
ら
パ

—
テ
ィ
」

に
臨
む
。

右
の
暫
定
案
に
つ
い
て
は
、

十
一
月
下
旬
に
渡
仏
の
山
田
利
明
氏
が
シ
ベ
—

ル 

教
授
と
会
っ
て
、
更
に
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

第
一
部
会
は
、
立
案
を
こ
の
春
の
総
会
と
日
仏
会
館
学
術
委
員
会
に
提
出
し
て 

か
ら
、

公
け
に
活
動
し
始
め
た
の
で
、
未
確
定
車
項
は
多
い
。
参

加

者

は

(
前
回 

の
パ
リ
と
同
様
)
、
公
募
で
あ
る
。
「
日
仏
東
洋
学
会
」

で
あ
る
か
ら
こ
そ
公
費
の 

援
助
が
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
参
加
者
は
学
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
を
原 

則
と
す
る
が
、
発
表
テ
ー

マ
に
よ
っ
て
は
専
門
家
を
招
待
す
る
予
定
に
な
っ
て
い 

る
。

そ
の
他
の
参
加
希
望
者
は
、

別
に
定
め
る
参
加费

を
出
す
。
会
場
が
ホ
テ
ル 

な
の
で
、
先
着
順
な
ど
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
人
数
の
制
限
を
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
前

回

のn

 

a

ッ
ク
で
は
、
東
洋
学
会
の
日
本
人
参
加
者
に
若
手
研
究
者
が
多 

か
っ
た

こ
と
が
、

会
後
、

フ
ラ
ン
ス

側
か
ら
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
た
事
実
が
あ 

り
、

次
回
で
も
多
様
な
参
加
の
在
り
方
が
期
待
さ
れ
る
。

◎

「
十
字
軍
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

——

参
加
を
前
に
し
て
考
え
た
こ
と
な
ど

——
彌永
信美

東
京
三
鹰

市
の
中
近
東
文
化
セ
ン
タ

—
で
九
月
ニ
六

—
二
七
日
の
二
日
間
、
 

「
十
字
軍
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
筆 

者
に
も

パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
の
参
加
を
依
親
さ
れ
た
。
予
定
さ
れ
て
い
る
ブ
ロ
グ 

ラ
ム
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

九
月
ニ
六
日 

議
長
橋
ロ
倫
介

(
上
智
大
学
文
学
部

)

川
床
睦
夫

(
中
近
東
文
化
セ
ン
タ

—
)
 

歴
史
教
育
の
中
の
十
字
軍 

吉
田
悟
郎

(中
央
大
学
法
学
部

) 

「
ア
ラ
ブ
が

見
た
十
字
軍
」

と
日
本
の
読
者

矣

田

ロ

義

郎

(
成
蹊
大
学
文
学
部

) 

ィ
ス
ラ
ー
ム
史
に
お
け
る
十
字
軍
佐
藤
次
高

(
東
京
大
学
文
学
部

) 

m

丨

一
一

ッ
パ
史
に
お
け
る
十
字
軍
宮
松
浩
憲

(
久
留
米
大
学
商
学
部

) 

ビ
ザ
ン
ツ
史
に
お
け
る
十
字
軍 

渡

辺

金

一

(一

橋
大
学
経
済
学
部

) 

討
論
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九
月
二
七
日
 

議

長

板

垣

雄

三

(東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究

所
)

樺
山
紘
ー

(

東
京
大
学
文
学
部
)
 

セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
と
十
字
軍
 

清

水

浩

祐

(東
京
外
国
語
大
学
ペ
ル
シ

ア
語
学
科
)

十
字
軍
と
ア
ラ
ブ
知
識
人
 

梅
田
輝
世

(

梅
花
短
期
大
学
家
政
科
)
 

十
字
軍
と
東
方
教
会
 

森
安
達
也

(

東
京
大
学
教
養
学
部
)
 

十
字
軍
と
東
方
ィ
メ
ー
ジ 

彌
永
信
美

(

著
述
業
)

討
論

筆
者
は
も
と
よ
り
こ
こ
で
扱
わ
れ
る
問
題
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
の
門
外
漢
な 

の
で
、
最
初
に
参
加
を
依
頼
さ
れ
た
時
に
は
非
常
に
と
ま
ど
っ
た
。

し
か
し
主
催 

者
側
か
ら
の
お
話
で
は
、

昨

年

暮

れ

に

上

梓

し

た

拙

著

『
幻
想
の
東
洋
』

(
青
土 

社
)

を
た
ま
た
ま
読
ま
れ
た
と
の
こ
と
で
、

そ
の
内
容
に
沿
っ
た
話
を
す
れ
ば
よ 

い
と
い
ぅ

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
(

そ
れ
で
も
大
き
な
危
惧
を
抱
き
な
が
ら
だ
が
)
 

お
受
け
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
こ
で
は
、

そ
の
た
め
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
思
い 

浮
か
べ
た
こ
と
を
一
、

ニ
記
し
て
お
き
た
い
。

.

十
字
軍
と
聞
い
て
筆
者
が
ま
ず
思
い
出
す
の
は
、

子
ど
も
の
頃
夢
中
で
繰
り
返 

し
読
ん
だ
W

 

•

ス

コ

ッ

ト

の

小

説

『
ア
ィ
ヴ
ァ
ン
ホ
ー
』

の
こ
と
で
あ
る
。
中
世 

の
雄
々
し
い
騎
士
道
物
語
と
し
て
の
十
字
軍
イ
メ
ー
ジ
は
、

お
そ
ら
く
こ
ん
に
ち 

で
も
一
般
の
歴
史
観
に
浸
透
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
歴
史
的
事
実
と
し
て
の 

十
字
軍
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
よ
う
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
出
来
事
で
は
な
か
つ 

た
。
純
粋
な
信
仰
心
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
は
実
は
非
合
理
的
な
狂
信
で
あ
り
、

勇
猛
果
敢
な
冒
険
心
は
卑
小
で
現
世
的
な
欲
望
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う 

に
な
っ
て
き
た
。
中

世

最

大

の

「
東
」
と

「
西
」

の
接
触
は
、
相
互
理
解
と
い
う 

観
点
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
否
定
的
な
結
果
し
か
生
ま
な
か
っ
た
。
十
字
軍 

と
は
、
相
手
の
実
力
を
完
全
に
無
視
し
た
「
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
的
」

企
て
で
あ
っ
た 

(
モ
ン

ゴ

メ
リ

ー
•

ヮ

ッ

ト

『
地
中
海
世
界
の

ィ
ス
ラ
ム
』

〔筑
摩
書
房
〕

)

と
い 

う
の
が
、

こ
ん
に
ち
の
歴
史
家
の
一
般
的
な
評
価
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
十
字 

軍
運
動
自
体
が
、

ョ
ー

a

ッ
パ
の
自
民
族
中
心
主
義
の
最
も
顕
著
な
あ
ら
わ
れ
の 

ひ
と
つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

そ
の
十
字
軍
に
関
す
る
近
年
の
歴
史
観
の 

変
化
は
、
自
民
族
中
心
主
義
的
な
歴
史
観
が
克
服
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
す 

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ョ
ー
口
ッ
パ
の
自
民
族
中
心
主
義
に
つ
い
て
は
、
最
近
盛
ん
な
議
論
が
行
わ
れ 

て
い
る
。

た
と
え
ば
T

 

•

ト
ド
ロ
フ
の
『他
者
の
記
号
学

—
—

ア
メ
ヵ

リ
の
征 

服
』
(

法
政
大
学
出
版
局
)

は
、

コ
ロ
ン
ブ
ス
以
降
の

ア
メ
リ
ヵ

征
服
を
ョ
ー
ロ 

ッ
パ
の
自
民
族
中
心
主
義
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
語
っ
て
い
る
し
、

ま
た
E

 

.

W

サ 

ィ
ー
ド
の
『オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』

(

平
凡
社
)

は
、

-
-

^
—

二
十
世
紀
の
ョ
ー 

ロ
ッ
パ
東
洋
学
自
体
が
、
帝
国
主
義
に
よ
る
世
界
制
覇
と
連
動
し
て
同
じ
自
民
族 

中
心
主
義
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
画
自
賛
か 

ら

脱

し

て

「
他
者
」

の
視
点
を
も
重
視
し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
う
し
た
新
し
い
傾 

向
は
、

ま
こ
と
に
当
然
な
こ
と
で
も
あ
る
し
、

ま
た
喜
ば
し
い
こ
と
で
も
あ
る
。 

そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、

こ
ん
に
ち
の
わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
(

他

の

「
近
代
化
」

に 

巻
き
込
ま
れ
た
世
界
の
大
部
分
の
地
域
の
人
々
と
同
様
)

ョ
ー

U

ッ
パ
近
代
の
直 

接
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
決
し
て
他
人
事
で
は
す
ま
な
い
。

ョ
ー
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口
ッ
パ
的
自
民
族
中
心
主
義
の
解
明
は
わ
れ
わ
れ
自
身
の
出
自
の
解
明
で
あ
る
し
、
 

そ
の
批
判
は
わ
れ
わ
れ
自
身
の
自
己
批
判
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
——

し
か
し 

こ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
時
、
筆

者

に

は

「
自
民
族
中
心
主
義
」
と
い
う
概
念
は 

あ
ま
り
に
一
般
的
で
、
議
論
を
迷
路
に
導
い
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思 

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
ど
ん
な
文
化
で
も
ほ
と
ん
ど
不
可
避
的
に
自
民
族
中
心 

主
義
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
歴
史
上
、
極
端
に
拡
張
主
義
的
で
あ
っ 

た
の
も
西
欧
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
西
欧
の
自
民
族 

中
心
主
義
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
た
も
の
な
の
か
、
西
欧
の
拡
張
主
義
は
ど 

ん
な
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
な
の
か
——

議
論
は
こ
う
し
た 

問
題
に
集
中
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
方
向
で
考
え 

る
時
、
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
比
較
史
的
な
視
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

た
と
え
ば
中
国
の
歴
史
を
貫
く
「
中
華
思
想
」
と

m

丨

ü

ッ
パ
的
自
民
族
中
心
主 

義
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
。

ィ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
戦
思
想
と
3

丨
ロ
ッ
パ
の
十
字 

軍
思
想
と
は
ど
こ
が
同
じ
で
ど
こ
が
違
う
の
か
。
キ
リ
ス
ト
教
に
特
有
な
も
の
と 

考
え
ら
れ
る
極
端
な
宗
教
的
不
寛
容
の
精
神
は
、
他

の

宗

教

(
た
と
え
ば
ィ
ス
ラ 

—

ム
や
仏
教
な
ど
)

と
比
較
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
と
考 

え
ら
れ
る
か
。
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
の
精
神
や
方
法
は
、
他
の
宗
教
と
比
較
し
て 

ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
か
。

ョ
I

 a

ッ
パ
の
拡
張
主
義
の
原
点
に
複
雑
多
様
な
幻
想 

的

「
東
洋
」
ィ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
(
た
と
え
ば
中 

国
)

に
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
幻
想
的
「
西
方
」
ィ
メ
ー
ジ
と
ど
の
よ
う
に
違 

う
も
の
な
の
か
。

こ
う
し
て
問
題
は
限
り
な
く
拡
が
っ
て
い
く
…
…
。

も
し
一
般
的
な
自
民
族
中
心
主
義
•た
け
が
問
題
で
あ
る
な
ら
ば
、

ョ
ー
P

ッ
パ

に
よ
る

世
界
制
親
は
、

単
に
そ
れ
が
歴
史
上
の
あ
る
時
点
で
、

他
の
文
化
よ
り 

(

政
治
的
•

経
済
的
•

軍
事
的
)

「
力
」

が
強
か
っ
た
か
ら
、

と
い
う
こ
と
だ
け 

で
説
明
さ
れ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。
し

か

し

「
力
」
だ
け
が
問
題
で
あ
る
な
ら
、
そ 

れ
は
倫
理
的
価
値
で
は
な
い
か
ら
、
批

判

の
(

ま
た
自
己
批
判
の
)
対
象
に
は
な 

ら
な
い
。
西
欧
近
代
の
「
成
功
」
—
—

す
な
わ
ち
世
界
の
近
代
化
——

と
い
う
未 

曾
有
の
事
態
を
考
え
る
時
、

つ
ね
に
念
頭
に
置
く
べ
き
な
の
は
、
そ

の

「
力
」
の 

背
景
に
あ
り
、
か
つ
そ
れ
を
生
み
出
し
た
感
性
や
思
想
を
理
解
す
る
こ
と
で

あ 

る
。
比铰

史
の
方
法
の
不
用
意
な
応
用
は
、
不
毛
な
議
論
を
生
む
だ
け
で
終
わ
っ 

て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
。
し
か
し
明
確
な
問
題
設
定
を
し
た
上
で
、
高
度
に
学
際 

的
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
れ
ば
、
有
意
義
な
結
果
を
期
待
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ 

5

0

「
十
字
軍
」

シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
と
い
う
真
に
学
際
的
な
集
い
が
企
画
さ
れ
る
こ
と 

を
知
っ
て
、
筆
者
の
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、

こ
の
よ
う
な
期
待
が
必
ず
し
も
空
し 

い
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
思
い
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
企
画
を
立
て 

ら
れ
た
中
近
東
文
化
セ
ン
タ
—

に
深
い
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
自
体
が 

高
度
に
学
際
的
な
集
ま
り
で
あ
る
日
仏
東
洋
学
会
の
会
員
諸
賢
に
も
そ
の
存
在
を 

知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
個
人
的
な
関
心
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ 

る
0

(

九
月
十
八
日
記

)
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会員
消息

山
本
達
郎
名
誉
会
長
が
、
東
方
学
会
の
会
長
に
就
任
さ
れ
た
。

興
膳
宏
氏
は
、

フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院

(
日
本
の
大
学
院
に
相
当
)

で
の 

ー
ヶ
年
間
の
中
国
文
学
講
義
を
終
え
て
、

こ
の
夏
帰
国
。

楠
山
春
樹
氏
は
、
十

一

月

に

日

本

道

教

学

会

学

長

に

再

選

さ

れ

た

。

任
期
ニ 

年
。山

田
利
明
氏
は
、
東
洋
大
学
か
ら
の
派
遣
出
張
に
ょ
り
、
十
一
月
ニ
〇

日
か
ら 

二
八
日
ま
で
パ
リ
に
滞
在
。

主

と

し

て

欧

米

『
道
蔵
』

研

究

プ
ロ
ジ

H

ク
ト
班 

(
本

『
通
信
』
第
五
号
に
関
連
記
事

)
本
部
の
成
果
を
視
察
し
、

な
ら
び
に
研
究 

会
に
出
席
、
同
班
か
ら
の
要
請
に
ょ
っ
て
、
自
己
の
当
面
す
る
研
究
課
題
の
問
題 

点
と
、

日
本
の
道
教
研
究
の
現
状
と
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

〇

住

所

変

更

•
訂
正

鈴
木
ま
ど
か 

.

〔
京
都
平
安
博
物
館
退
任
に
伴
な
ぅ
変
更
〕

和
田
久
徳

中
谷
英
明

福
島
仁
、
池
田
温
、
宮
沢
正
順
の
三
氏
の
住
所
変
更

•
訂
正
に
つ
い
て
は
、
前 

号

の

「
会
員
自
己
紹
介
」
欄
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〇

新
入
会
員 

川
本
邦
衛 

I
C
A
W
A
M
O
T
P
«
u
n
i
e

編集
後記

o

来
年
は
い
よ
い
よ
第
五
回
日
仏
コ

P
ッ

ク

(
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
)

の
年
で 

す
。

こ
の
準
備
の
最
新
情
報
を
本
号
に
は
載
せ
た
く
、

そ
れ
を
待
っ
て
い
ま
し
た 

り
、
学
術
会
議
へ
の
登
録
申
請
へ
の
回
答
待
ち
、
事
務
局
移
転
に
伴
な
ぅ
事
務
引 

き
継
ぎ
等
々
で
、
意
外
に
時
間
が
と
ら
れ
ま
し
て
、
発
刊
が
遅
れ
ま
し
た
。
従
っ 

て
、
短
時
間
に
印
刷
刊
行
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
早
大
印
刷
所
の
方
々
に
は
再
び
御
迷 

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
そ
の
御
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

〇

第
三
号

(
一
九
八
五
年
三
月
)

に
も
既
に
書
き
ま
し
た
が
、

「
会
員
消
息
」 

に
つ
い
て
事
務
局
の
知
り
得
る
範
囲
に
は
限
界
や
誤
聞
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
 

御
本
人
か
ら
遠
慮
な
く
自
己
申
告
し
て
来
て
下
さ
る
よ
ぅ
、
改
め
て
お
願
い
し
て 

お
き
ま
す
。

〇

今
年
度
の
会
員
総
会
は
、
来

年

の

三

月

十

日

前

後

に

東

京

で

開

く

予

定

で 

す
。
改
め
て
御
案
内
は
致
し
ま
す
が
、
秋
の
コ
ロ
ッ
ク
に
も
関
わ
り
ま
す
の
で
、
 

多
数
の
方
々
の
御
来
会
を
お
待
ち
し
ま
す
。

〇

会
費
納
入
の
た
め
の
振
替
用
紙
を
同
封
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

な
に
と
ぞ
宜 

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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〇

次
号
に
は
、

「
会
員
消
息
」
欄
の
一
部
と
し
て
、

会
員
の
新
刊
紹
介
欄
を
一 

括
し
て
設
け
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
号
で
も
、
折
り
に
触
れ
て
会
員
の
新
刊
紹
介
は 

な
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
は
断
片
的
な
の
で
、

一
、

ニ
年
分
を
一
括
し
て 

掲
載
し
ま
す
。
実
は
既
に
本
号
の
た
め
に
用
意
は
し
た
の
で
す
が
、
頁
数
の
関
係 

か
ら
、

ま
た
、

不
確
か
で
は
い
け
ま
せ
ん
の
で
皆
様
か
ら
の
直
接
の
情
報
を
得
た 

く
、

次
号
に
廻
し
ま
し
た
。
去

年

か

ら

今

年

•
来
春
ぐ
ら
い
ま
で
の
新
刊
が
あ
り 

ま
し
た
ら
、
御
通
知
下
さ
い
。

〇

良
い
年
を
お
迎
え
下
さ
い

。M
e
i
l
l
e
u
r
s

 

S
o
u
h
a
i
t
s

 

p
o
u
r

 

la  

N
o
u
v
e
l
l
e

 

A
n
n
é
e

 !  

( F
 

•

 

F

」

日

仏

東

洋
学
会
通
信
第
八
号

一
九
八
七C

昭
和
六
一
一
)
年
士
一
月
十
五
日
発
行

■
浦
■ 

日仏
東洋
学会

 

代

表

 

擾 

一

雄

I
T
160
東

京

都

新

宿

区

西

早

稲

田

ー

ー

六

—

一

印
刷
所 

株

式

会

社

早

稲

田

大

学

印

刷

所

電

話

〇

三

丄

一

〇

三

丄

ニ

三

〇

八 

発

行

所
 

〒

162
東

京

都

新

宿

区

戸

山

丁

ニ

六

丄
 

早

稲

田

大

学

文

学

部

八

階
 

福
井
文
雅
研
究
室
気
付

日
仏
東
洋
学
会
事
務
局

電
話
〇
三

—
二
〇

三

—

四

一

四

一
 

内
線
七
ニ

—
三

四

八

ニ

•
ニ
ニ
六
一
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